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	Mail 6.xの新規設定方法
	1. Mail 6.xの起動
	デスクトップ画面下部に表示されたDockから[メール]をクリックします。

	2.ようこそメールへ
	[ようこそメールへ]の画面が表示されますので、各項目を下記のように入力します。
	入力が終わりましたら[続ける]をクリックします。

	3.受信用メールサーバ
	[受信用メールサーバ]の画面が表示されますので、各項目を下記のように入力します。

	4. 証明書を検証
	[～の識別情報を確認できません。]の画面が表示されますので、[証明書を表示]をクリックします。

	5. 証明書を検証
	[証明書]の画面が表示されますので[“～への接続時に～.SiriusCloud.jp”を常に信頼]にチェックを入れ、[接続]をクリックします。

	6.システム証明書の信頼性
	[システム証明書の信頼性]の画面が表示されますので、[設定をアップデート]をクリックします。

	7.受信メールのセキュリティ
	[受信メールのセキュリティ]の画面が表示されますので、各項目を下記のように入力します。
	入力が終わりましたら[続ける]をクリックします。

	8. 詳細設定
	[受信メールのセキュリティ]の画面が表示されますので、各項目を下記のように入力し、[続ける]をクリックします。

	9.設定完了
	以上で設定は完了です。


	任意の名前を入力します。
	氏名
	お客様のメールアドレスを入力します。
	メールアドレス
	メールパスワードを入力します。
	パスワード
	POPを選択します。
	アカウントの種類
	アカウント登録証記載のPOPサーバー名を入力します。
	受信用メールサーバ
	メールアドレスを入力します。
	ユーザ名
	メールパスワードを入力します。
	パスワード
	チェックしません。
	SSL(Secure Sockets Layer)を使用
	パスワードを選択します。
	認証
	アカウント登録証記載のSMTPサーバー名を入力します。
	送信用メールサーバ
	チェックは任意です。
	このサーバのみを使用
	チェックします。
	認証を使用
	メールアドレスを入力します。
	ユーザ名
	メールパスワードを入力します。
	パスワード

